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＜考察＞
　この老人保健研究会に参加して、介護の奥深さを感じた。この研究会には、介護という職種だけではなく、看護師、作業療法士、歯科衛生士、言語聴覚士も参加しており、他職種からの発表も聞く事ができ、とても参考になった。又、特別講演「介護保険の見直しと今後の課題」を聴き、自分はこれからどのような介護をしていけばよいのだろうと考えさせられた。途中からの参加だったが、介護福祉士を持っていない自分にとって、とても勉強になる物が多かった。

例えば、転倒し骨折をしてしまった場合、ある程度の安静臥床が必要となる。臥床時間を長くなればなるほど、褥瘡ができ身体機能・生活の質の低下が見られてくる。そうなった場合、本人の生きるという気力も低下してしまう。そして、自分で出来る事も誰かに依存してしまったり寝たきりになってしまうという悪循環が生じてしまう。本人の為にも最も避けたい事である。そのことを防ぐ為にも、介護という仕事がとても重要だと思った。危険予測をして事故防止に努めたり、残存機能を十分生かして低下を防ぎ、その人のその人らしい生活の場を提供していかなければならないと思った。又、何に対しても、ただただ職員側が「やってみよう」と威力を見せ取り組んだとしても、良い結果は出てこない。御家族の方の協力や他職種との連携を図り、その本人のやる気を生み出すことによって、より良い結果が生み出されるのだと思った。
　そこで実際、職員全員がきちんと入所者1人1人の残存機能を把握できているのか･･･。全員が全員出来ていないと思う。人によっては過剰な介護をしてしまっていると思う。過剰な介護をする事で入所者のレベルを下げてしまっている。残存機能は人それぞれである。とても大変な事で時間はかかるが1人1人の残存機能を把握し、レベルの低下を防ぎ、残存機能を維持していきたいと思った。又、入所者の生活歴や趣味等もきちんと把握しその人らしい生活リズムを崩さない場を提供する事も大切だと思った。その事によって、入所者と一緒に出来る事を見つけ生活の質の維持で満足するのではなく、向上につなげていく事こそが介護の重要な役割だと感じた。

＜研修要旨＞

1． 介護老人保健施設における言語聴覚士の取り組み
－新人ＳＴ　1年目の試みとして－

　　86歳の認知症の方で、長期経管栄養の方が間接・直接嚥下訓練を1年間行った事で、粥・軟菜食へと経口摂取が可能となった症例だった。

　◎嚥下訓練→アイスマッサージ(割り箸先端にガーゼを巻き冷水で冷やした物で、口腔内をマッサージする)

　　南山苑には、経管栄養の方が5名、胃ろうの方が1名ほどいる。理由は、殆どは食事を食べようとされないが多いが、飲み込みが悪く、むせ込み頻回で経管栄養になった方もいる。又、経管栄養のチューブを自己抜去してしまう方もいる。その方々に嚥下訓練をしてみたらどのようになるのだろうと思った。ここにはＳＴはいないが、職員が嚥下訓練をする事で、経口摂取が出来るようになれば、食べる事の楽しみを分かってもらえるのではないのだろうかと感じた。又、経管栄養の方だけではなく、食事の際にむせ込みが頻回にある方に嚥下訓練を実施していけば、誤嚥性肺炎等を防いでいく事ができ、さらに食事への満足感が得られるのではないのかと感じた。

2． 「今日は当直ですよ」

　　　　－帰宅願望を減少させた職員の一言－

　　84歳の認知症の方で、短期記憶が乏しく、日中は穏やかに過ごされているが、夕食後になると帰宅願望が聞かれる方である。職員が声掛けをしても、険しい表情で落ち着かない毎日だった。ある日、職員の一人がその方が昔、病院の掃除婦をしていた事を思い出し、「今日は当直ですよ」と声掛けをしたところ、看護婦が当直をしていたのが頭にあったのか、納得され居室に戻られた。毎晩のようにあった帰宅願望が「今日は当直ですよ」という声掛けを統一する事で険しい表情から優しい表情へと変化し、帰宅願望も減少したという症例だった。

　　入所者が納得したり、安心感を得る事によって、帰宅願望やその他の問題行動は軽減される。逆に、適当な声掛けやイライラしている態度をこちら側が見せると、不安感を与え、嫌な気持ちになり納得するどころか、ますます悪化してしまう。入所者の気持ちを理解し、さらに生活歴や職歴を把握し、軽作業等を促し気を紛らわして頂く事も大切だと思った。又、統一したケアをする事でも安心感を得る事ができるのだと感じた。



























